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近
代
の
果
て
に
、人
は
何
を
願
う
の
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宗
教
性
の
人
類
学

2021年4月刊行

日
本
の
戦
没
者
慰
霊
や
道
徳
教
育
、
沖
縄
の
聖

地
巡
礼
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
神
運
動
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
聖
者
崇
敬
、
チ
ベ
ッ
ト
の
生
態
文

化
、中
国
の
儒
教
・
・
・
・
・
・

こ
れ
ら
は
果
た
し
て「
宗
教
」か
、
あ
る
い
は
文

化
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
か
？

今
日
の
世
界
に
滲
出
す
る
宗
教
性
へ
。
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長
谷
千
代
子（
な
が
た
に 

ち
よ
こ
）

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。専
攻
は
宗
教
研
究
、文
化
人
類
学
。九
州
大

学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
准
教
授
。主
な
著
書
に
『
文
化

の
政
治
と
生
活
の
詩
学―

中
国
雲
南
省
徳
宏
タ
イ
族
の
日
常

的
実
践
』（
風
響
社
、二
〇
〇
七
年
）が
あ
る
。

別
所
裕
介（
べ
っ
し
ょ 

ゆ
う
す
け
）

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。専
攻
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
現
代
社
会
。駒

澤
大
学
准
教
授
。主
な
論
文
に
「『
山
』
と
い
う
媒
介
装
置―
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
聖
山
信
仰
」（『
宗
教
史
学
論
叢

（
二
三
）』リ
ト
ン
、二
〇
一
九
年
）が
あ
る
。 

川
口
幸
大（
か
わ
ぐ
ち 

ゆ
き
ひ
ろ
）

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。専
門
は
文
化
人
類
学
。東
北
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
准
教
授
。主
な
著
書
に
『
中
国
の
国
内
移
動―

内

な
る
他
者
と
の
邂
逅
』（
共
編
著
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇

二
〇
年
）、『
よ
う
こ
そ
文
化
人
類
学
へ―

異
文
化
を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
す
る
君
た
ち
に
』（
昭
和
堂
、二
〇
一
七
年
）が
あ
る
。

藤
本
透
子（
ふ
じ
も
と 

と
う
こ
）

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。専
攻
は
文
化
人
類
学
。国
立
民
族
学
博
物

館
人
類
文
明
誌
研
究
部
准
教
授
。主
な
著
書
に
『
よ
み
が
え
る
死

者
儀
礼―

現
代
カ
ザ
フ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
』（
風
響
社
、二
〇

一
一
年
）が
あ
る
。

◆
編
者
略
歴

は
じ
め
に
　                                                        （
長
谷
千
代
子
）

序
論
　
い
ま
、
宗
教
を
め
ぐ
る
な
に
が
問
題
な
の
か
（
長
谷
千
代
子
）

第
一
部
　
宗
教
研
究
の
歴
史
と
現
在

第
一
章
　
宗
教
研
究
と
日
本
の
宗
教
人
類
学
　                 （
田
中
雅
一
）

第
二
章
　
宗
教
人
類
学
を
歴
史
化
す
る

　 ―

霊
的
存
在
を
め
ぐ
っ
て
　                        （
長
谷
千
代
子
）

第
三
章
　
宗
教
的
な
も
の
が
滲
出
す
る
と
感
じ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か

    ―

霊
長
類
学
・
道
徳
心
理
学
・
進
化
生
物
学
に
よ
る
宗
教
論
　

                                                                       （
矢
野
秀
武
）

第
二
部
　
革
命
思
想
の
経
験

第
四
章
　
儒
教
と
祖
先
祭
祀
に
見
る
現
代
中
国
の「
宗
教
性
」　（
川
口
幸
大
）

第
五
章
　「
生
態
文
化
」を
め
ぐ
る
政
治
と
宗
教

    ―

現
代
チ
ベ
ッ
ト
の
環
境
主
義
運
動
か
ら            （
別
所
裕
介
）

第
六
章
　
聖
者
に
な
る
過
程

        ―

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
近
代
化
の
経
験
と
イ
ス
ラ
ー
ム
　              

                                                                       （
藤
本
透
子
）

第
七
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
希
望
と
宗
教
団
体

        ―

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
の
展
開
　（
神
原
ゆ
う
こ
）

第
八
章
　
イ
ギ
リ
ス
、グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
女
神
運
動

    ―

宗
教
、フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
の
狭
間
で
　（
河
西
瑛
里
子
）

第
三
部
　
日
本
的
経
験

第
九
章
　
戦
後
慰
霊
を
再
考
す
る

            

：
政
教
分
離
フ
ィ
ル
タ
ー
ろ
過
後
の
残
留
宗
教
性
　（
西
村
　
明
）

第
一
〇
章
　
日
本
の
人
権
受
容
に
お
け
る
宗
教
文
化
的
土
台
　   （
施
　
光
恒
）

第
一
一
章
　
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

            

：
沖
縄
に
お
け
る
聖
地
経
験
と〈
地
域
〉の
あ
い
だ
　（
門
田
岳
久
）

第
一
二
章
　
台
湾
に
お
け
る
宗
教
的
実
践
と
政
治

            ―

多
義
的
な
日
本
像
を
介
し
て
　                 （
藤
野
陽
平
）

終
章
　
宗
教
性
の
領
域
で
考
え
る
　（
川
口
幸
大
、別
所
裕
介
、藤
本
透
子
）

近
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、
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